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「外傷発生動向調査では４歳以下の外傷が最も多い」

出典：外傷発生動向調査 2007年

図表１ 年齢階層別受診率
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2011年「乳幼児の安全対策委員会」を設置

（n=4,110人）

（n=9,703人）

（n=6,130人）

（n=6,615人）

（n=23,437人）

（n=27,485人）

（n=8,722人）

（n=7,102人）

乳幼児の安全対策委員会構成

所属団体 役職

市民団体等
１ 亀岡市民生・児童委員協議会主任児童委員連絡会 委員長

２ NPO法人亀岡子育てネットワーク 副理事長

関係機関等

３ 京都第一赤十字病院 救急科 副部長

４ 亀岡市子育て支援センター センター長

５ 亀岡市立亀岡幼稚園 園長

６ 亀岡市立第六保育所 所長

７ 亀岡市立保津保育所 主幹養護師

８ 亀岡市立中部保育所 主幹保健師

行政関係

９ 京都府南丹保健所 保健室 副室長 副委員長

１０ 亀岡市こども未来課 課長

１１ 亀岡市自治防災課 課長

3

データに基づく客観的課題

出典：外傷発生動向調査 2007年

住宅（屋内）
４７％

乳幼児（０～４歳）の外傷受傷場所は
１番住宅、２番保育所等の順に多い
図表２ 亀岡市内における乳幼児（０～４歳）の外傷場所
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住宅（屋内）

46.7%

住宅（屋外）

17.3%

保育所・幼稚園

等 25.3%

歩道、道路 6.0%

（n=150人）



乳幼児の住宅での受傷原因は①転落②転倒
③誤飲・誤嚥④物との接触の順に多い

出典：救急搬送データ

（件） 図表３ 亀岡市内の乳幼児（０～４歳）の住宅での外傷受傷原因（３年間の合計）
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データに基づく客観的課題

（10,959人）（11,517人）（0～4歳人口）

41 33

22 29

15 18

115 108

0

20

40

60

80

100

120

2011～2013 2014～2016

その他

やけど

物との接触

誤飲・誤嚥

転倒

転落

出典：亀岡市保健センター乳幼児１１ヵ月健診問診票 6

図表４ １１ヵ月健診時に「事故・ケガがあって病院を受診した」と回答した人数と
健診受診者に占める割合（人）

データに基づく客観的課題
誤飲が増加している
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やけど 誤飲 切る 記載なし 受傷割合

（n=543人）（n=551人）

データに基づく客観的課題

出典：亀岡市保健センター乳幼児健診アンケート（2015） 7

・転落・物との接触への対策をしていない保護者が多い
・誤飲対策は約９３％の保護者がしていると回答

図表５ 外傷予防対策の実施率
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やけど
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（n=564人）

主観的・客観的課題の整理

重点課題の設定

・やけどは傷跡が残り続ける。

・溺水は重症化する。

・乳幼児の筋力、バランス感覚は

未熟で転倒しやすい。

・乳幼児には、発達特性があり、見

通しがもちにくい。

経験に基づくもの
・乳幼児の外傷受傷場所は、１番住宅、２番保

育所等の順に多い。（図表２）

・乳幼児の受傷原因は、①転落②転倒③誤飲・

誤嚥④物との接触の順に多い。（図表３）

・誤飲が増加している。 （図表４）

・転落・物との接触への対策をしていない保護

者が多く、誤飲対策も十分でない。（図表５）

データに基づくもの
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課題解決のための方向性と対策

課 題 方 向 性 対 策

・乳幼児の外傷受傷場所は住宅
が１番多い。

・乳幼児の受傷原因は転落、転倒、
誤飲・誤嚥、物との接触 の順に
多い。
・誤飲が増加している。

・転落・物との接触への対策をし
ていない保護者が多く、誤飲対策
も十分でない。
・やけどは傷跡が残り続ける。
・溺水は重症化する。

・乳幼児には、発達特性があり、
見通しがもちにくい。

・乳幼児保護者の外傷
防止に対する意識の向
上

・住宅内における転落・
転倒・誤飲など頻度の
高い事故への安全対策

・やけどや溺水など重症
化しやすい事故への安
全対策

・乳幼児の発達特性を
理解し、成長を見通した
安全対策

① 乳幼児保護者向け
安全教育プログラム
（継続）

・乳幼児の筋力、バランス感覚は
未熟で転倒しやすい。

園児の筋力、バランス
感覚の育成

② 運動あそびプログ
ラム（継続）

・乳幼児の外傷受傷場所は２番目
に保育所等が多い

保育所の環境改善
③ 乳幼児安全安心プ
ログラム（継続）
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レベル別の対策

10

別添資料を
御覧ください

11

レベル別対策の事例紹介
母子手帳の交付

進行状況 計画

2013 2014 2015 2016 2017 2018
乳幼児保護
者向け安全
教育プログラ
ム（継続）

運動あそびプ
ログラム
（継続）

乳幼児安全
安心プログラ
ム（継続）

プログラムの運営状況

２０１６年からセーフスクールへ移行

継続
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継続

継続



セーフスクールの取り組み
●２０１３年９月 ＩＳＳ取組宣言
●２０１５年１０月 ＩＳＳ認証取得
亀岡市立８保育所・亀岡あゆみ保育園が活動

亀岡あゆみ保育園亀岡あゆみ保育園 亀岡市立８保育所亀岡市立８保育所

対策委員会は
バックアップ！
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①乳幼児保護者向け安全教育プログラム

課 題 乳幼児の住宅での事故が多い

目 標 住宅での乳幼児の外傷を減少させる。

内容等
【内容】

市保健センターの乳幼児４カ月健診や、市内
各地の乳幼児の保護者が集まる場で外傷予
防講習を実施し、家庭での外傷予防活動を呼
びかける。

【対象】 乳幼児の保護者

（短・中期）
態度や行動の
変化

【指標】

外傷予防等に関する保護者の認
知度、外傷予防の実施率

【測定】

安全教育プログラム
受講率、定期健診
時のアンケート調査

（長期）
状態や状況の
変化

【指標】
乳幼児の家庭での受傷件数、
受傷率

【測定】

定期健診時の問診
票、救急搬送データ
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乳幼児保護者向け安全教育プログラムの活動状況

啓発ポスターを作成

16

乳幼児保護者向け安全教育プログラムの活動状況

啓発パンフレットを作成

３歳児の口の大きさ
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【パンフレット掲載内容】

救急搬送のデータから

転落、誤飲・誤嚥、物との接触、
やけど

溺れる、やけど

対策委員の経験による意見から

乳幼児保護者向け安全教育プログラムの活動状況
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乳幼児保護者向け安全教育プログラムの活動状況

女学生がデザイン 若いお母さんにも親しみやすい

19２０１７年５月 京都新聞に掲載

乳幼児保護者向け安全教育プログラムの活動状況

20

乳幼児保護者向け安全教育プログラムの活動状況
４ヵ月健診時に保護者に啓発

パンフレットを
使って説明
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乳幼児保護者向け安全教育プログラムの活動状況

保健師が保護者
に呼びかけ

委員が各地域に出向き、
手作りパンフレットで熱く啓発

委員自らが出前講座を実施
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乳幼児保護者向け安全教育プログラムの活動状況
委員が出向いて市内各商業施設に啓発ポスターを配布

実績と

今後の予
定

実 績
対策委員会の
関わり

工夫点

2013 2014 2015 2016 2017

乳幼児健
診時の安
全教育

２３回
６７１人
参加

２４回
６６４人
参加

２３回
６２７人
参加

１８回
５９８人
参加

２４回
６２１人
参加

●健診時に実
施するアンケー
ト調査票の作成

★2017年度か
ら啓発パンフ
レット

の内容に沿っ
て、アンケート
内容を修正した。

啓発パン
フレットを
用いた安
全教育及
び住民向
けポスター
配布や回
覧

●パンフレット、
ポスターの作成

●委員自らがパ
ンフレットを用い
て出前講座を実
施

●店舗等への
ポスター配布に
よる啓発

★京都女子大
学生と協働し、
インパクトがあ
り、親しみやす
いデザインとし
た。

★地域に出向
いて保護者に
直接説明。

プログラムの活動実績

継続

検討・作成
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プログラム評価結果（短期）

出典：亀岡市保健センター乳幼児４ヵ月健診アンケート 24

図表６ 乳幼児保護者向け安全教育プログラム受講率（乳幼児４ヵ月健診時に実施）

「毎年ほぼ全ての世帯が乳幼児健診を受講している」
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プログラム評価結果（中期）

出典：亀岡市保健センター乳幼児１１ヵ月健診アンケート 25
（n=549人）

図表７ 外傷予防を実施していると回答した割合

「約８割の保護者が外傷予防を実施している」
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プログラム評価結果（長期）

出典：亀岡市保健センター乳幼児１１ヵ月健診問診票 26

（人）
図表８ １１ヵ月健診時に「事故・ケガがあって病院を受診した」と回答した人数と

健診受診者に占める割合
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「受傷率は増加傾向にある」

取組成果の検証

出典：救急搬送データ

図表９ 乳幼児（０～４歳）の救急搬送人数と受傷率
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（件）

「救急搬送人数は減少傾向にあるが、住宅内での受傷率は横ばい」
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図表１０ 乳幼児（０～４歳）の住宅における外傷受傷原因

取組成果の検証

「住宅での転倒・転落は横ばい」
（件）

出典：救急搬送データ
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気付きや変化

●委員自らが各所属団体での活動や
様々な機会において、パンフレットを活
用した啓発活動を行うようになった。
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●２０１５年に委員長が行政職から市民
団体職に代わり、今まで以上に市民目
線の取組ができるようになった。

現在の課題

●やけどや誤飲に比べて転落対策をし
ている保護者が少ない。

●保護者が誤飲対策をしている割合は
高いが、事故は減っていない。
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今後の計画

プログラム①

継続 乳幼児健診時安全教育の実施

拡大 ・パンフレットを活用した幅広い
情報提供及び啓発

・発達段階に応じた啓発強化

2018 2019 2020 2021 2022 2023

ＳＣ再々認証 ＳＣ再々々認証

31 32

事前審査のアドバイスを踏まえて
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啓発パンフレットの修正と
ポスター第２弾の作成

【啓発パンフレットに目盛を追加】 34

啓発パンフレットの修正と
ポスター第２弾の作成

児童虐待に対する対応

21 18 13 25 24
1 1

40 37 47

86
74

16 31 29

20
28

78
87 89

131 126

0

20

40

60

80

100

120

140

160

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度

ネグレクト

心理的虐待

性的虐待

身体的虐待

図表１１ 児童虐待相談受理件数の推移

出典：亀岡市要保護児童対策協議会資料（亀岡市こども未来課）

（件）

「児童虐待相談件数は増加傾向」
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児童虐待に対する対応

事務局
（こども未来課）

児童相談所
個別ケース
検討会議

緊急受理
会議

代表者会議

通告・相談

児童虐待対応体制～亀岡市要保護児童対策協議会～

実務者会議
（連絡調整会議）

調査・安全確認

緊急性・危険度の判定

援助方針の決定

連携

活動報告
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